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女川第一中、第二中学校で２３年５月から、約半年ごとに「宇宙フォーラム」の協力で俳句づ

くりに取り組んでいきました。女川中学校に統合した２５年度も続いています。女川中学校の

ホームページでも紹介されています。

H23.4 入学式は図書室で。

制服はありませんでした


